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用
途
地
域
指
定
構
想

三
ヵ
所
で
説
明
会
も

23

同
に
公
聴
会
を
予
定

　
用
途
地
域
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は

新
し
い
都
市
計
画
法
の
施
行
、
十
日

町
都
市
計
画
地
域
計
画
審
議
会
の
答

申
な
ど
を
経
て
、
よ
う
や
く
市
民
の

み
な
さ
ん
に
市
の
構
想
案
を
配
布
す

る
と
こ
ろ
ま
で
進
み
ま
し
た
．
詳
細

に
つ
き
ま
し
て
は
、
別
に
配
布
し
ま

し
た
印
刷
物
を
参
考
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
な
お
用
途
地
域
の
説
明
会
は
、
つ

ぎ
の
日
程
で
開
き
ま
す
の
で
多
数
お

集
り
下
さ
い
ρ

八
月
十
一
日
午
後
一
時
三
十
分

　
　
　
　
新
座
小
学
校

八
月
十
二
日
午
後
一
時
三
十
分

　
　
　
川
治
公
民
舘

八
月
十
二
日
午
後
七
時
三
十
分

　
　
　
十
日
町
商
工
会
議
所

　
叉
用
途
地
域
に
つ
い
て
の
公
聴
会

は
別
に
お
し
ら
せ
を
出
し
ま
す
が
、

八
月
二
十
三
日
午
前
十
時
十
日
町
商

工
会
議
所
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の

で
八
月
二
十
日
ま
で
に
公
述
要
旨
を

四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
一
枚
に
書
い

て
市
役
所
都
市
開
発
課
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
申
し
込
み
の
な
い
人
は
、
公
述
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
新
都
市
計
画
法

　
昨
年
六
月
新
し
い
都
市
計
、
画
法
が

高
場
山
ト
ン
ネ
ル
な
ど
硯
察

　
　
　
　
　
　
交
通
を
確
保
す
る
市
民
会
議

鱗

　
【
高
鳩
山
ト
ン
ネ
ル
】

　
交
通
を
確
保
し
孤
立
を
防
ぐ
市
民

会
議
（
委
員
長
村
山
市
長
）
は
、
去

月
八
日
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
復
旧
工
事

及
び
主
要
道
路
状
況
を
視
察
し
ま
し

た
。

　
こ
の
視
察
は
、
市
議
会
を
は
じ
め

各
種
関
係
団
体
の
代
表
な
ど
三
十
三

名
が
参
加
し
、
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
工

事
の
進
渉
状
況
に
つ
い
て
国
鉄
信
濃

川
工
事
局
の
係
員
か
ら
説
明
を
聞

き
、
又
、
主
要
道
路
の
冬
期
間
交
通

確
保
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
と
お
り
関
係

機
関
に
陳
情
し
ま
し
た
。

▽
国
道
二
五
三
号
線
改
良
、
無
雪
化

　
の
促
進
（
十
日
町
、
六
日
町
土
木

　
事
務
所
）

▽
国
道
二
七
、
二
五
二
号
線
改
良

　
計
画
、
無
雪
化
の
促
進
（
建
設
省

　
　
【
説
明
を
聞
く
一
行
】

　
上
越
国
道
工
事
々
務
所
）

▽
高
場
山
ト
ン
ネ
ル
工
事
促
進
（
現

　場及び

国
鉄
信
濃
川
工
事
局
）

▽
国
道
一
一
七
号
線
H
塩
殿
地
内
“

　
改
良
計
画
、
県
道
小
千
谷
、
千
手

　
十
日
町
線
の
無
雪
促
進
（
国
道
工

　
事
々
務
所
小
千
谷
土
木
事
務
所
y

▽
北
越
北
線
の
工
事
促
進
（
鉄
道
公

　
団
六
日
町
建
設
事
務
所
）

　
高
場
山
ト
ン
ネ

　
　
ル
工
事
概
要

　
越
後
岩
沢
内
ケ
巻
間
の
高
場
山
ト

ン
ネ
ル
を
山
側
に
約
八
十
耕
迂
回
さ

せ
飯
山
線
に
取
り
付
け
る
。

　
線
路
付
替
延
長
約
七
百
三
十
三
層

ト
ン
ネ
ル
延
長
四
百
二
十
二
材
、
工

事
費
総
額
二
億
五
千
万
円
。

施
行
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
大
正

八
年
に
制
定
さ
れ
た
旧
都
市
計
画
法

を
全
面
的
に
改
正
し
、
新
し
い
時
代

に
マ
ッ
チ
す
る
都
市
づ
く
り
の
基
本

法
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
す
．

　
特
に
人
口
十
万
人
以
上
の
都
市
と

そ
の
周
辺
市
町
村
の
都
市
に
対
し

て
時
代
の
要
請
に
応
え
て
、
い
ろ
い

ろ
な
新
し
い
制
度
が
取
り
入
れ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
県
内
で
は
、
新
潟
、
長
岡
の
両
地

区
が
こ
の
適
用
を
受
け
、
現
在
県
が

中
心
に
な
っ
て
市
街
化
区
域
、
市
街

国
民
年
金
の

標
語
募
集

　
国
民
年
金
普
及
推
進
月
闇
（
十
一

月
）
の
一
環
と
し
て
、
国
民
年
金
の

標
語
を
募
集
し
ま
す
。
ど
な
た
も
気

が
る
に
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
募
集
要
領

▽
テ
ー
マ
　
国
民
年
金
の
も
つ
役
割

　
り
を
明
る
く
表
現
し
た
標
語

▽
応
募
資
格
㌫
新
潟
県
民
で
あ
る
こ

　
と

▽
締
め
切
り
　
昭
和
四
十
五
年
九
月

　
三
＋
日

▽
あ
て
さ
き
　
新
潟
市
学
校
町
一
、

　
新
潟
県
民
生
部
国
民
年
金
課
「
標

　
語
募
集
」
係

▽
入
選
者

金
、
銀
、
銅
賞
各
一
点
　
記
念
砧
と

換
佳
作
五
点
　
記
念
品

　
な
お
応
募
作
品
は
創
作
に
限
る
ほ

か
応
募
点
数
は
制
限
し
ま
せ
ん
。

化
調
整
区
域
の
設
定
作
業
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　
十
日
町
市
の
都
市
計
画
は
、
昭
和

九
年
に
旧
都
市
計
画
法
の
適
用
を
う

け
区
域
決
定
を
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
昭
和
二
十
九
年
の
町
村
合
併
に
ょ

り
都
市
計
画
区
域
も
十
日
町
、
中
条

川
治
、
六
箇
の
各
区
域
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
間
、
都
市
街
路
計
画

並
び
に
公
園
計
画
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ

れ
嚢
を
進
め
て
お
り
ま
し
た
が
、

そ
の
基
本
と
な
る
べ
き
土
地
利
用
計

画
（
市
街
地
を
ど
の
よ
う
に
秩
序
あ

る
都
市
づ
く
り
に
す
る
か
区
域
を
明

確
に
す
る
も
の
）
が
ま
だ
決
定
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
．
こ
の
計
画

決
定
が
一
咋
年
か
ら
市
民
の
皆
さ
ん

に
多
大
な
関
心
を
持
た
れ
ま
し
た
用

途
地
域
の
指
定
と
い
う
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

ま
ず
交
通
事
故
防
止

　
　
　
　
　
　
　
夏
を
健
康
で
楽
し
く

　
八
月
は
、
お
盆
、
お
祭
り
な
ど
が

続
き
、
ち
ょ
っ
と
し
た
気
の
ゆ
る
み

か
ら
軽
犯
罪
や
交
通
事
故
、
食
中
毒

水
死
事
故
、
花
火
遊
び
に
よ
る
事
故

な
ど
が
多
い
．
季
節
で
す
ー

　
お
互
い
が
注
意
し
、
夏
を
健
康
で

楽
し
く
過
し
ま
し
ょ
う
づ

夏
の
交
通
事
故
防
止

　
＋
日
町
市
交
通
対
策
協
議
会
は

八
月
二
十
日
ま
で
夏
の
交
通
事
故
防

止
強
調
月
間
と
し
て
十
日
町
警
察
署

と
協
力
、
検
問
所
を
設
け
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
す
る
な
ど
変
通
指
導
を
行

な
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
防
止
は
お
互
い
に
気
を

つ
け
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す

が
、
暴
走
車
な
ど
見
た
ら
車
種
と
ナ

ン
バ
ー
を
警
察
署
へ
知
ら
せ
る
等

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
ゆ

　
な
お
運
転
す
る
者
は
「
絶
対
酒

を
飲
ま
な
い
」
　
「
酒
を
飲
ん
だ
ら
運

転
さ
せ
な
い
」
な
ど
わ
互
い
に
注
意

し
ま
し
ょ
ろ
。

概
交
通
事
故
の
原
因
を
調
べ
て
見
ま

す
と
九
割
が
運
転
者
の
不
注
意
か
ら

と
な
っ
て
い
ま
す
。
運
転
者
は
、
ス

ビ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
、
よ
っ
ば
ら
い

運
転
、
無
理
な
追
越
し
、
い
ね
む
り

運
転
な
を
は
絶
対
し
な
佃
い
よ
う
、

敬
老
祝
金
な
ど
支
給

　
　
　
　
　
　
　
　
来
月
十
五
日
敬
老
の
日

　
市
で
は
昨
年
度
よ
り
七
十
才
以
上

の
老
人
を
対
象
に
敬
老
祝
金
な
ど

を
支
給
し
て
お
り
ま
す
が
、
九
月
十

五
日
の
敬
老
の
日
に
昭
和
四
十
五
年

度
第
一
回
の
支
給
が
行
な
わ
れ
ま

す。
　
敬
老
祝
金
は
、
七
十
才
台
、
年
額

千
円
、
八
十
才
台
、
年
額
二
千
円
、

九
十
才
台
、
年
額
三
千
円
で
市
内
に

六
ヵ
月
以
上
居
住
す
る
七
十
才
以
上

の
老
人
二
千
五
百
名
に
支
給
し
ま

す
。　

な
お
市
で
は
、
敬
老
祝
金
の
ほ
か

に
記
念
品
も
支
給
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

又
歩
行
者
の
事
故
で
一
番
多
い
の
は

子
供
の
と
び
出
し
、
車
の
直
前
直
後

の
横
断
で
す
。
子
供
の
交
通
事
故
防

止
は
ま
す
親
の
監
視
と
指
導
を
お

願
い
し
ま
す
。

折
詰
は
そ
の

場
で
食
べ
る

　
　
食
中
毒
シ
ー
ズ
ン
で
す

　
食
中
毒
予
防
月
間
が
、
八
月
十
四

日
ま
で
全
国
い
っ
せ
い
に
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。
現
在
、
県
下
の
食
中
毒

発
生
状
況
を
み
ま
す
と
発
生
件
数
十

件
、
患
者
数
二
百
九
十
九
人
で
、

撫、
ぐ恩．＞

勢牟のひろ盛〆

【
習
字
】
作
品
右
か
ら
六
年
峰
岸
康

子
、
五
年
橋
本
高
芳
、
六
年
大
島
陽

子
【
え
】
四
年
闘
本
真
一

　
因
は
、
仕
出
弁
当
、
サ
シ
ミ
な
ど
に

　
ょ
る
も
の
が
大
部
分
で
す
。

　
　
家
庭
か
ら
食
中
毒
を
な
く
し
健
康

　
で
楽
し
い
夏
を
す
ご
す
た
め
に
次
の

　
こ
と
を
実
行
し
て
く
だ
さ
い
〇

　
一
、
生
魚
は
調
理
す
る
前
に
表
面
を

　
　
真
水
で
洗
ら
◎

　
二
、
ふ
き
ん
、
ま
な
板
、
ほ
う
丁
、

　
　
食
器
は
逆
性
石
け
ん
液
で
消
毒
す

　
　
る
。

　
三
、
食
べ
物
は
衛
生
的
な
店
か
ら
良

　
　
い
も
の
を
買
い
、
保
存
は
十
度
以

　
　
下
の
冷
蔵
庫
で
完
全
に
冷
す
。

　
四
、
折
詰
、
弁
当
は
そ
の
場
で
食
べ

原
持
ち
帰
っ
た
も
の
は
必
す
火
を
通

　
す
こ
～
。

五
、
調
理
前
、
食
事
前
、
用
便
後
は

　
逆
性
石
け
ん
液
で
手
を
洗
・
鳥

　
　
子
供
を
水
か

　
　
ら
守
ろ
う

　
夏
休
み
に
入
る
と
児
董
、
生
徒
の

水
死
事
故
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
八

一
月
一
一
一
＋
百
ま
で
蛋
、
生
徒
の
水

死
事
故
防
止
強
調
月
間
と
し
て
全
国

的
に
子
供
を
水
か
ら
守
る
運
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
噂
痛
ま
し
い
水
死

事
故
を
な
く
す
た
め
つ
ぎ
の
こ
と
を

徹
底
く
だ
さ
い
。

一
、
幼
児
の
監
護
に
手
ぬ
か
り
は
な

　
い
か
。

二
、
家
庭
周
辺
に
あ
る
危
険
箇
所
の

　
点
検
と
整
備
。

冒
三
、
水
泳
禁
止
区
域
及
び
水
泳
指
定

　
区
域
の
周
知
徹
底
。

西
、
児
童
、
生
徒
に
対
す
る
水
泳

　
指
導
の
強
化
。

花
火
遊
び
は

　
　
正
し
く

　
　
　
子
供
だ
け
で
は
危
険

郵
夏
の
凍
味
を
呼
ぶ
花
火
シ
ー
ズ
ン

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時

期
に
な
る
と
子
供
達
の
花
火
遊
び
に

ょ
る
火
災
や
ケ
ガ
な
ど
の
事
故
が
、

発
生
し
て
い
ま
す
。
花
火
を
あ
げ
る

と
き
は
、
使
い
方
を
十
分
の
み
こ
ん

で
正
し
く
楽
し
く
遊
ぶ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　
今
が
植
え
ど
き

　
　
　
　
　
　
植
林
に
補
助

　
植
林
す
る
方
に
苗
木
を
斡
旋
し
た

り
、
か
か
っ
た
経
費
の
四
割
～
六
割

を
補
助
し
ま
す
。

　
ま
だ
届
出
て
い
な
い
方
で
植
林
す

る
方
は
市
農
林
課
又
は
森
林
組
合
へ

届
出
て
く
だ
さ
い
。
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二
百
十
名
が
参
加

市
内
施
設
見
学

　
　
　
　
　
　
　
　
　
巾
で
は

㌍
　
　
　
去
月
杢

　メフル
φ＾＿

o

o
日
か
ら
＋

六
口
ま
で

の
四
H
間

市
内
施
設

見
学
を
実

施
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
昨
年
よ
り
引
き
続
き
市

艮
の
皆
さ
ん
か
ら
市
の
施
設
や
事
業

の
内
容
を
実
際
に
目
で
見
、
市
政
の

現
状
を
ご
認
識
い
た
だ
く
た
め
行
な

っ
た
も
の
で
延
べ
二
百
十
名
の
皆
さ

ん
か
ら
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
見
学
カ
所
は
、
市
民
会
館
建
設
現

場
、
勤
労
胃
少
年
ホ
ー
ム
、
細
尾
ホ

ッ
ブ
園
、
南
中
寄
宿
舎
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
、
水
道
水
源
地
、
小
泉
地
区
ほ

場
整
備
事
業
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
、
参
加
者
は
村
山
市
長
や
関
係

係
員
の
説
明
に
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

特
に
細
尾
ホ
ッ
ブ

園
の
規
模
は
東
洋

一
と
の
説
明
や
市

民
生
活
に
直
接
関

係
の
あ
る
、
し
尿

処
理
状
況
に
つ
い

て
六
十
試
潟
（
六

万
人
分
）
の
し
尿

を
一
日
に
処
理
、

ゴ
ミ
は
一
日
当
り

二
十
五
ト
ン
を
処
理

し
て
い
る
な
ど
の

説
明
に
驚
き
、
有

意
義
な
一
日
を
過

し
ま
し
た
。

　
勤
労
青
少
年
の

　
　
つ
ど
い

　
県
市
共
催
の
勤
労
百
少
年
の
つ
ど

い
が
去
月
十
八
日
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
勤
労
青
少
年
の
日
の
行

事
と
し
て
行
な
っ
た
も
の
で
百
八
十

名
の
若
者
が
参
加
、
第
一
部
は
午
後

七
時
か
ら
県
知
事
代
理
長
岡
労
政
事

務
所
長
と
村
山
市
長
の
励
ま
し
の
言

葉
の
あ
と
四
日
町
、
真
霜
達
夫
君
の

「
僕
の
余
暇
生
活
」
と
十
日
町
製
糸

勤
務
、
高
橋
チ
ョ
さ
ん
「
体
験
か
ら

得
た
責
任
感
」
の
体
験
発
表
が
行
な

わ
れ
、
引
き
つ
マ
い
て
第
二
部
で
、

ダ
ン
ス
や
ゲ
ー
ム
な
ど
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
中
条
小
屋
体
工

　
事
急
ピ
ッ
チ

　
照
り
つ
け
る
太
陽
の
も
と
こ
こ
中

条
小
学
校
で
は
屋
内
体
育
館
の
改
築

工
事
が
急
ピ
ッ
チ
に
進
ん
で
い
ま

す
。
現
在
、
鉄
骨
組
工
事
が
終
わ
り
九

月
下
旬
に
し
ゅ
ん
工
の
予
定
で
す
。

　
屋
体
の
面
積
は
、
全
体
で
六
百
九

平
方
層
、
う
ち
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
四
十
九
平
方
層
（
廊
下
、
便

所
）
鉄
骨
造
り
五
百
六
十
平
方
耕

（
屋
体
部
分
）
で
、
工
事
費
二
千
四

百
十
二
万
八
千
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。
な
お
屋
体
と
は
別
個
に
ス
テ
ー

ジ
（
九
十
七
・
二
平
方
材
）
も
取
り

付
け
ら
れ
ま
す
．

　
　
市
公
民
館
本
館
を
移
転

　
　
市
民
体
育
館
の
裏
へ

市
民
会
館
建
設
の
た
め
市
民
体
育
館
に
一
時
引
越
し
た
公
民
館
本
館

事
務
室
を
去
月
二
十
九
日
よ
り
、
市
民
体
育
館
裏
の
旧
公
民
館
建
物

に
移
転
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
入
口
は
南
側
で
す
。

　
　
個
人
事
業
税
（
第
一
期
）
の
納
期
限
は

　
　
八
月
三
十
一
日
で
す

納
期
限
内
の
自
主
納
税
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
．

納
税
相
談
室
を
設
け
て
お
り
ま
す
ー
お
気
が
る
に
ご
相
談
に
お
い
で

く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
十
日
町
財
務
亭
務
所
）

　
　
行
政
相
談
委
員
に
渡
辺
さ
ん

　
　
　
　
故
庭
野
清
平
氏
の
彼
任
に

渡
辺
福
栄
さ
ん
目
市
内
山
本
（
五
十
七
才
）
“
が
委
嘱
さ
れ
こ
の
ほ

ど
新
潟
行
政
監
察
局
か
ら
正
式
発
令
が
あ
り
ま
し
た
。
渡
辺
さ
ん
は

昭
和
二
年
旧
川
治
村
役
場
勤
務
以
来
三
十
数
年
間
地
方
公
務
員
と
し

て
精
勤
さ
れ
、
こ
の
間
市
保
健
課
長
、
庶
務
課
長
な
ど
を
経
て
、
自

治
功
労
表
彰
を
三
回
受
け
、
去
る
四
十
三
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
行
政
相
談
委
員
は
行
政
の
民
主
化
の
た
め
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
の
行
政
全
般
に
わ
た
る
相
談
に
応
す
る
も
の
で
す
。

　
　
，
ゆ
う
あ
い
号
6

　
　
　
　
　
　
　
　
献
血
車
の
日
程

日
時
　
八
月
二
十
一
日
　
午
前
十
時
～
正
午
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
一
時
～
午
後
二
時
三
十
分

場日場日場
所時所時所

水
沢
出
張
所

八
月
二
十
八
日
　
午
前
十
時
5
午
前
十
一
時
三
十
分

寿
町
、
飯
林
工
場
清
和
寮
前

八
月
二
十
八
日
　
午
後
一
時
5
午
後
三
時

＋
日
町
病
院
前

献
血
で
き
る
方
、
満
十
六
才
以
上
六
十
五
才
ま
で
の
健
康
な
人
。

　
　
停
電
の
お
知
ら
せ

八
月
二
十
二
日
午
前
三
時
か
ら
午
前
六
時
ま
で
．
高
田
町
一
、
二
、

三
丁
目
（
税
務
署
前
ま
で
）
本
町
二
丁
目
（
大
万
～
の
と
や
間
）
宮

下
町
（
加
茂
川
本
店
ぞ
島
善
～
宴
間
）

　
　
諸
車
交
通
止
め

川
原
町
北
原
線
の
中
条
島
地
内
、
ま
さ
く
り
橋
架
替
の
た
め
七
月
六

日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
交
通
止
め
と
な
り
ま
す
。
迂
回
路
は
、
市
道

下
町
城
山
線
。

　
　
寄
　
　
　
付

市
内
稲
葉
、
農
業
児
玉
竜
之
助
さ
ん
は
こ
の
ほ
ど
香
典
返
し
と
し
て

三
万
円
。
市
内
高
田
町
一
丁
目
、
呉
服
商
庭
野
直
治
さ
ん
は
香
典
返

し
と
し
て
五
万
円
を
市
社
会
福
祉
事
務
所
に
寄
付
し
ま
し
た
。

8
月
将
日
正
午
に
黙
と
う
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
全
国
戦
没
者
追
悼
式

　9
鞠

，
a
ノ
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　　　　市債の状況
loo髭灘講嵩…………………………… 財政の麓知敷慧

9

撫鱗灘輔織
　　　一般会計　　　　　　　（単位千円）畷

　大巌省

441，710千円

　（65％）

　　　　　　　　　●・：。o

郵政省　欝鉛○そ馳
139’135千円　　　　（12％）　17，902千円（3％）

　（20％）

　　　　　　　　（単位千円）

入
才
出
額
表
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債
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ρ
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　　蛋
　　乙　　　7
　　‘　　　0

1，719，996

1繰

謹
ζ
9
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諸そ
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15％
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　　5％　　　歳　出
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　　　　　　　　　　商工費63，655その他ら％　　1’572，655　　　　4％
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　　385，362
　　　　　　　　208，000
　　　　24％　　　13％

教育債
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　　　　　　　　　　　　　　（単位千円）

　　　　　　　民生費　　　教育費
翌年度繰越
　　　　　　　236，957　　　237、692147，341千円
　　　　　　　　15％　　　　15％
　　　　衛生費74、250　　　　　　　　　　　　農林水産業費

市税の状況　　　　月
　　　　　　　　別
　　　　　　　　才

’

，0

’

職N’蝿 ’

清掃債　　　　厚生福祉費　　減税補填債　　　特別会計債　　災害債

54・231　　50伊507　　44，165　　　42，608　　43，787
　　8％　　　7％　　　z％　　　　6％　　　69・

　　　　市有財虐の状況
97，437千円　　　　95，899鳥2　　　　　15，g20，46h2

働、

二
六
四
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九
四
千
円
5
00

0
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才
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．
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1
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一　、 性質別分析表（単位千円）
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投資的事業

559，2〔）8

　36％

人件費

364，OO2

23％

扶助費

157，044

10％

その他

1第，8ア9

9％

公債費

ア6，799

5％

：：i

》
四

’

物件費　．
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六
〇
五
〇
五
千
円
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：ン
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●

四 千万円

　月 45678910111212345
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N
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窒
容
、
、
N
剖
、
．
N
l之
費
“
ζ

，・き四，

四
千
円
1000

寸
‘

o
市税負担額

五　　　　　　二　　　　　　二
〇　　　　　　七　　　　　　一

、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、基金公社債　　　建物　　　　　　土地

1世帯当り
市税負担額　　　　　　　　　　　　　1人当り

マ
x
、
1
’
、、
、
x
乙
、
※
、
ρ
2・
障
“
、

伍寸凝 八　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　補助費63・5214％
四　　　　五　　特別会計　（単位千円） 貸付金53’2443b6一

ト
寸，
1
、

噛
㌧
〕
こ

♪手！円碧

千・．N
一　　　　　　三

千
．
、

会　計　名 　　　才　入　i　才　出　　差　引
・円験

’ド“　，・・w．一

国民健康保険 284、737i256，747127，990
，

い
“
l
l

l
q

4％3100．、 590 直営診療烈 15’0娼i 　　　132，011 1△16’篶

　大巌省

441，710千円

　（65％）

清掃債
54，231

8％

97，437千円

厚生福祉費　　減税補填債　　　特別会計債　　災害債
50伊507　　44，165　　42，608　　43，787

　市有財虐の状況

　　95，899鳥2　　15，920，妬1鋭2

　　　　　　　　藪

　　　　　　　’hll副‘11‘。。ll．

　　　　　　　　鑑

　　　　　　　　榊
　　建物　　　　　土地

　　7％　　Z％　　　6％　　69・

市税の状況 月
別
才

翌年度繰越

147，341千円

基金公社債

1世帯当り
市税負担額

50，571円

　　　民生費

　　　236，957

　　　　15％
衛生費74、250

　　　5％’削方費

　　5％71，364

その他　ら妬

16解、

　　　総務費

　　385，362

　　　　24％

　　教育費

　　237、692

　　15％
　　　　農林水産業費
　　　　142、047g％
歳出

　　　　　商工費63，655
1，572、655　　　　4％
　　　『砺坐粛
　　　　　　λ6、807
　　　　　　5＾』
　　　土木費

　　　208，000

　　　13％

1人当り

市税負担額

！0，541円

市
町
村
民
税

固
定
資
産
税

た
ば
こ
消
費
税

電
気
ガ
ス
税

そ
の
他
の
税

性質別分析表（単位千円）

特別会計 （単位千・円）
貸付金53’2443b6一

会計名
国民健康保険

直営診療所

へき地診療所

簡易水道
と　畜　場

十言
O

才入
284’、737

才　出

256，747　1

差引
27，990

15、048i 　　　132，0111△16，963

3，9101 5、717i△1、807

25’773120’684 5，089

1，6461

　　ト
790 856

331，1141315、949　15，165

市税分析表（単位千円）　性質別分析衰（単位千円）

「
あ
讐
2
§
3
彰

電気がス税
28，999（5αど）

その他63，788（4％）
貸
イ
；
金
4
3
4
2
4
（
3
0
、
3

たばこ消費税

55，090（100。） 補
助
費
等
5
9
、
1
1
9
（
4
％
）

公債費91，765（60。）

扶助費

179。801（12％）

固定資産税

　168，094

　（31％）

物件費

193，549

　（13％）

人件費

404，716

（27％）

市町村民税

261，896

　（49％）

投資的事業費

　472，692

　（31％）

538，504千円（100％）　　　1508，854千円（100％）

一般会計歳入歳出款別表　　（単位千円）

実　施部落　名
間　接　撮　影

実施場所 備　　考
実’♪川 実施時闘

胸
部
』
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

北鐙坂
8月31H
　（月）

前9：00～10：30 吉田診療所
商　島 〃11：00～12：30 高島作業所
南鐙坂 ’

后1：31）～3：00 鐙鳥小学校

1．　2．　　．D壁

1！ゴる実下・
内者施さ年
にを場いに
在除所。・
住くは　度
す）　’　は

る　各　か

大里沢・小里沢 9月111
　1火）

一』’

同量∫9：00～11130 大黒沢神祉
魚ノ田川

一

后1：00～2100 飛渡第一小学校

関根第一、第二、浅之平

9月2日
　㈱

前9：00～1（1：00 湯川輪店前．
城之古第一　第二 ”10：30～11：30 城之古公民館

村、山谷 后1：00～2：00 中村農協前
麻畑 后2：00～3：30 麻畑公民館
水沢第一、第二、第三
，　第一　第二、第＝、第四

9月3日
　㈱

后1：00～4：00 馬場小学校

般
住
民
（
但
し
六
オー
以
下
と

養寺

9月4日
　㈹

前9：00～10：00 南雲芳太郎宅前

人　　な
に　　ド）

て　　ず

も　　レ

つ　　　ン

と　　ト

も　　ゲ
都　　ン

合　検
の　査
よ　　を

い　受
場　　け
所　　ま
に　　し

て　　よ

受　　つ

て

3第一、第二 〃10：30～11：30 金沢直好宅前
第一、第二 后1：0（》～2：30 新宮公会堂 職

養続 〃3：00～4：00 養　　老　　院

八箇全部落 9月10日㈱ 后1：00～3：00 八簡小学校
場
で
実
施
す

ニッ谷、般坂 9月11日 前10：00～11：30 二．ッ屋公民館

塩ウ又 后1：00～2：30 地シ又分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別会計予算の状況（単位千円）　　　　　　　　　　　　　　教育費
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　286，326　　　　　　市　　税
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会言士、．剖残．額．図皿里　　瓢4（19％）　　5　4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一薗民嵯康保険13・6，6碑i72　　　（18・・）　　　　（％9・〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　填．蒔 擦所i34’4・5『』1』rr鑑三　鑛2　才出予算才入予算ナ也方交イ寸希見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へき地診療所i　　4，571　1　　1　　　　（17％）　1508’85妊円　1508’854千円　397、676
　　　　　　　　　　　　　　　　　0一斎蕩『詠－置「ブ675『2－i』一一r…τ8　　総務費（15・・）1・…　　1…5　（26％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二｝籍墾』譜『Fi言計　㎜　　　1翻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ll篶慧　　　 1．　、、　謡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1林　9公　7衛　6商　6消　5そ　5諸　7繰　7市　・9そ
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